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第1章 スタートする前に 

1.1. iTrading 最新情報 
 

新機能により、iTrading はより一層操作しやすいアプリケーションになり、1日 24 時間グローバル

マーケットで外国為替を取引されるお客様の操作性と効率性を最大化します。  

 

メニュバー 

新しいメニューバーは選択項目を追加し、より集約した便利な方法を提供し、これにより取引プラッ

トフォームで利用できる数多くの機能を選択できます。 

 

構成  

この機能により、取引レートパネルで見たいと思う一連の商品及び情報コラムを選択できます。又、

Quote パネルに表示される情報向けにフォントスタイルやサイズを設定することができます。 
 

レイアウト 

iTrading により、貴方の用途に最も適した異なる情報パネルを選択し、サイズ変更し、位置を設定す

ることができます。好みのレイアウト設定を保存し、次回 iTrading をログオンする際に読み戻すこ

とができます。 

 

確定の設定 

この機能により、発注する前にシステムに注文を確定させたいか否かを選択できます。 

 

応答伝票の設定 

この機能により、貴方が受信したいある種のシステム応答メッセージを選択することができます。 
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表示 

メニューバーにある「ビュー」から様々な情報パネルをすべて選択できます。各情報パネルは独立し

ており、貴方の好みに従いサイズを変更したり、位置を設定したリできます。 

 

ウィンドウズ 

このメニューは、開いた情報バネルに適用する共通操作機能を提供します。 
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1.2. システム要件 
 

プラットフォーム Windows 

¶ Windows 98SE 以上 e 

¶ インテルPentium III プロセッサー600 MHz 以上 

¶ 128 MB RAM 以上（256 MB 推奨 

¶ JAVA バーチャルマシン、バージョン1.4 以上 

1.3. iTrading の入手方法 
 

iTrading プラットフォームにログインするには2つの方法があり、Web 版又はソフトウェアのダウン

ロード版の何れかを用います。 

 

 

図 1 

Web 版  

1. iTrading システムを開始するには、「起動」ボタンをクリックします。 

ダウンロード版 

A. Windows 用 iTrading をダウンロードします。 
B. MacOS 用 iTrading をダウンロードします。 
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¶ パスワードをなくした場合、「パスワードを忘れた方」のリンクに続いて下さい。 

¶ Java JRE をダウンロードします。 

ログインの詳細については、第3 章を参照して下さい。 

1.4. インストール 

iTrading のダウンロードインストールパッケージの場所を特定し、それをダブルクリックします。こ

れによりインストールが始まります。 

 
図 2 

1. 「開く」をクリックして、インストールを開始します。 
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図 3 

2. 「次へ」のボタンをクリックして、続けます。 

このスクリーンでは、貴方がiTrading をご自身のコンピュータにインストールしたい場所を選択で

きます。デフォルトの場所のままにされることを推奨します。 
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図 4 

3. 「次へ」のボタンをクリックして、続けます。 

ここでは、貴方がプログラムのショートカットを置きたいと思うフォルダを選択できます。ここでも、

デフォルトのフォルダ名のままにされることを推奨します。 
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図 5 

4. 「次へ」のボタンをクリックして、続けます。 

 

図 6 
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5. デスクトップにiTrading のアイコンを作成したいのであれば、このチェックボックスにチェ
ックマークを付けて下さい。このオプションを選択されることを推奨します。 

6. 「次へ」のボタンをクリックして、インストールを完了します。  

 

図 7 

7. 「終了」をクリックして、セットアップを終了します。 

インストールが完了すると、貴方のコンピュータのデスクトップに「itrading」のアイコンが表示さ

れるはずです。 

1.5. JAVA バーチャルマシン 

Itrading システムは JAVA バーチャルマシン（「Java VM」）が存在するか否かをチェックします。イ

ンストールされていない場合、システムは自動的にJava VM をコンピュータにインストールします。 
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図 8 

ソフトウェアを「解凍」する過程を追跡するダイアログボックスが表れます。ロゴを表示する画面が

短期間表示された後、インストーラは下記に示すライセンス契約を表示します。 

 

 

図 9 

1. 「使用許諾契約の条項に同意します(I accept the terms in the license agreement.）」と
いうラジオボックスにチェックマークを付けて、サン・マイクロシステムズとの契約に同意

する前に、表示されたライセンス契約を読んで下さい。 

2. 「次へ」のボタンをクリックして、続けます。 
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図 10 

その後、セットアップタイプの画面が表示され、通常セットアップ又はカスタムセットアップの何れ

かを選択できます。インストールするコンポーネントについてより詳細な管理を望む上級ユーザーで

ない限り、Typical のオプション（デフォルトの選択）を選ばれることを推奨します。 

3. 「標準」インストールのラジオボックスにチェックマークを付けます。 
4. 「次へ」のボタンをクリックして、続けます。 

 

図 11 

インストール過程を追跡する Progress ボックスが表れます。2、3 の短いダイアログにより、インス

トール過程が最終段階にあることを確認します。「インストールが完了しました」という完了のメッ

セージが表示されるはずです。 
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第2章 システム概要 

 

ログインに成功した後、ユーザーは、iTrading のメインページに 7 枚のデフォルトのパネルが表示さ

れてることがわかるでしょう。(1) 画面左上にはリアルタイム価格ビューア－取引レートがあり、

(2) 画面左下には成行注文パネル－未決済注文があり、(3) 画面左下にはまた、アカウント一覧

（Account Summary）パネルがあり、(4) 画面右上にはリアルタイムチャートがあり、(5) 画面右下

にはリアルタイムニュースパネルがあり、(6) 画面の上方にはメニューバーがあり、(7) 画面の下方

にはステータスバーがあります。iTrading は容易に利用でき、注文を速く執行できるよう設計されて

います。ユーザーは 2、3 のボタンに触れるのとほとんど同時に、リアルタイムで価格を監視でき、

現在のポートフォリオをチェックでき、新規注文を実行することができます。 

 

 

図 12 
 

2.1. 取引レート  
 

取引レートはデフォルトで読み込まれるはずです。もう一つの方法として、メニューバーのビュー→

取引レートを選ぶことにより見つけることができます。  
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図 13 

1. メニューバーの「ビュー」のタブをクリックします。 
2. 「取引レート」のタブをクリックして、リアルタイム価格ビューアを開きます。 

 

リアルタイム価格ビューアは、異なる商品の価格情報をユーザーに自動的に提供します。価格水準の

変更を強調するために赤又は青色を瞬間的に使用します。特定の通貨の市場価格が上昇した場合、背

景色が青に変更になります。特定の通貨の市場価格が下落した場合、背景色が赤に変更になります。

前売値（Previous Bid）、前買値（Previous Ask）、高値（Highest Bid）及び安値（Lowest Bid）

は、ユーザーの参考のためには有益な情報です。 

 

ビューアで表示された商品の品目はすべて、システムで取引できます。ユーザーは、ビッド又はアス

ク価格ボックスをクリックして、成行注文を実行できます。 

 

 
 

図 14 

 

1. 売り成行注文を建てるには、「売値」価格ボックスをクリックします。 
2. 買い成行注文を建てるには、「買値」価格ボックスをクリックします。 

 

通貨ベア ‒ 商品名 

売値 ‒ 「売」値。この価格は常に変動し、その時点における市況に従い一瞬毎に変動します。  
買値 ‒ 「買」値。この価格は常に変動し、その時点における市況に従い一瞬毎に変動します。 
前売値 ‒ 最終の一瞬／変更前の従前のビッド価格。 
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前買値 ‒ 最終の一瞬／変更前の従前のアスク価格。 

高値 ‒ 現在の取引日内で記録した高値ビッド。 

安値 ‒ 現在の取引日内で記録した安値ビッド。 

時刻 ‒ ビッド又はアスクのクォーテーションに適用された最終更新時刻。 

 

* 成行注文の詳細については、第6章を参照して下さい。 

 

2.2. 未決済注文 
 

ユーザーは、デフォルトで読み込まれた「未決済注文」バネルで未決済注文を再表示すことができま

す。もう一つの方法として、メニューバーのビュー→未決済注文を選ぶことにより見つけることがで

きます。 

 

図 15 

1. メニューバーの「ビュー」のタブをクリックします。 

2. 「未決済注文」のタブをクリックして、未決済注文を再表示します。 

 

未決済注文パネルでは、変動利益及び損失等、すべての新規ポジションの詳細を再表示できます。 

 

図 16 

1. 「決済」ボタンをクリックして、新規ポジションを決済します（成行決済の詳細については、
第7章を参照して下さい）。 

2. 特定の未決済のポジションに指値決済注文を追加するためには、「追加」のボタンをクリッ
クします（指値決済の詳細については、第 9章を参照して下さい）。 

3. テーブル表示を詳細モードに切り替えるためには、「詳細モード」のボタンをクリックしま
す。 
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通貨ベア ‒ 貴方が発注した商品 

買/売 ‒ 特定の商品につき、ポジションが買い注文か売り注文かを表示します。 

枚数 ‒ 特定の通貨ペアについて発注したロット数 

建玉値 ‒ 買い注文か売り注文かに拘らず、貴方が発注した時の通貨ペアの価格 

評価損益 ‒ 各注文の利益／損失。発注した注文のパラメータ次第で、この数値は変動します。 

注文番号（詳細モード）- 注文番号 

成約日時 (詳細モード) ‒ 新規注文を執行した日付及び時刻 

成約種類 (詳細モード) ‒ 執行した注文の種類を示します。即ち、マーケット成行自動、マーケット

成行手動、当日有効指値又は週末まで有効指値です。 

 

2.3. 口座サマリー 
 

ユーザーは、「口座サマリー」のタブをクリックすることにより、「口座サマリー」パネルの現在の

ポートフォリオ及びアカウント情報を再表示すことができます。  

 

 

図 17 

  

もう一つの方法として、メニューバーのビュー→口座サマリーを選ぶことにより見つけることができ

ます。 

 

図 18 
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1. メニューバーの「ビュー」のタブをクリックします。 
2. 「口座サマリー 」のタブをクリックして、口座サマリーパネルを開きます。 

 

 

図 19 
 

1. 必要であれば、「取引日」ボックスをクリックして、日暦ウィンドウをアクティブな状態に
します。 

2. 印刷可能なアカウント明細書を表示するためには、クリックします。 
 

取引日 ‒ 表示されるアカウント一覧の日付 

取引口座通貨種類 ‒ アカウントの基準通貨 

前日口座保有額 ‒ 従前の取引日末のアカウント残高 

入金 ‒ 表示の取引日にアカウントに預入した金額 

出金 ‒表示の取引日にアカウントから引き出した金額. 

損失 / 利益 ‒ 表示の取引日の実現利益／損失 

手数料 ‒ 手数料請求額 

調整 ‒ アカウントの他の調整 

残高 ‒ アカウントの実際の金額 

評価損益 ‒ 未決済のポジションすべての変動利益／損失の合計 

有効証拠金 ‒ アカウントの所有権 

必要証拠金 ‒ 未決済のポジションすべてに必要な委託証拠金額 

使用可能証拠金 ‒ 取引に利用可能な委託証拠金の最高額 

 

*アカウント明細書の詳細については、第11.2 項を参照して下さい。 

 

2.4. 図表 
 

リアルタイムチャートはデフォルトで読み込まれます。もう一つの方法として、メニューバーのビュ

ー→図表を選ぶことにより見つけることができます。  
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図 20 

1. メニューバーの「ビュー」のタブをクリックします。 
2. 「図表」のタブをクリックして、リアルタイムチャートを開きます。 

 

リアルタイムチャートは選択した商品の価格のトレンド及び動きを表示します。水色の垂直及び水平

の線は、チャート上のマウスカーソルの位置を追って表示されます。両方の線により示される対応す

る数値及び価格レベルは、チャートの右上に表示され、チャートの右方の Y 軸にも表示されます。チ

ャートの上方のメニューから、商品、チャートの種類及び目盛りを選択することができます。さらに、

様々なテクニカル分析及び指標をチャートに追加することができます。チャートの活用に関する詳細

については、第10 章を参照して下さい。 
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図 21 

 

通貨ベア ‒ チャート上に表示されるメニューから希望の商品を単に選択します。 

設定 ‒ チャート全体に適用するルックアンドフィールを選択します。 

チャート種類 ‒ チャート上で使用される線の種類を選択します。 

時間目盛:  

Min ‒ チャートに OHLC 線又はローソク足（チャート種類で選択）を描く時間枠を
選択します。 

ポイント ‒ チャートに表示する利息期間を選択します（例えば、100 ポイントは、チャート

上で最後の100 OHLC 線又はローソク足を表示します）。 

テクニカル指標 ‒ チャートに適用するテクニカル分析機能を広範囲から選択します。 

補助線/表示 ‒ チャートに適用する操作機能の種類を選択します。. 

 

水平の X軸は時間／日を、垂直の Y軸は製品の価格／ピップスです。両軸が示す範囲は、「時間目

盛」メニュー項目の下で特定された時間枠及びポイント数によって決まることに注意して下さい。 

2.5. ニュース 
 

ニュースはデフォルトで読み込まれます。もう一つの方法として、メニューバーのビュー→ニュース

を選ぶことにより見つけることができます。  
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図 22 

 

ユーザーはリアルタイムニュースのパネルにリアルタイムニュースの見出しを表示することができま

す。 

 

図 23 

 

1. 「言語」ボタンをクリックして、新しい言語を選択します。 
 

時刻 ‒ ニュースの日付と時刻 

ニュース ‒ 実際のニュースの見出し 

 

ユーザーは、ニュースパネルのニュースの見出しをダブルクリックすることにより、リアルタイムニ

ュースの詳細を取り出すことができます。 
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図 24 
 

2.6. メニューバー 
 

メニューバーは下記の 5つの機能を提供します。: 

 

 
 

図 25 

 

1. ユーザーは、メニューバーの「接続」メニュー項目からログイン又はログアウトできます。 
2. ユーザーは、「設定」メニュー項目の下の設定、外観 、レイアウト、確認設定、応答メッセ
ージ設定及びパスワードを変更できます。 

3. ユーザーは、「ビュー」メニュー項目から情報パネルを選択できます。 
4. ユーザーは、ある操作機能を「ウインドー」メニュー項目から開いた情報パネルのすべてに
適用できます。 

5. ユーザーは、「ヘルプ」メニュー項目から ETX システムのバージョンを再表示すことができ
ます。 

 

2.7. ステータスバー 
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ステータスバーは、1) 現在時刻、2) ログイン継続時間、3) アカウント番号、4) 会社名、5) サポ

ートホットライン、6) 接続インジケータ（緑色はアプレットと当社サーバーとの通常の接続を示し、

赤色はアプレットと当社サーバーとの接続が失敗したことを示します）。 

  

 

図 26 

 

2.8. 指値注文 

2.8.1. 新規指値 
 

ユーザーは、メニューバーの「指値注文」タブをクリックすることにより、新規指値注文を再表示す

ことができます。有効な新規指値伝票すべての詳細がこのパネルに表示されます。新規指値注文の詳

細については、第 8章を参照して下さい。 

 

 

図 27 
 

1. メニューバーの「ビュー」のタブをクリックします。 
2. 「指値注文」タブをクリックして、新規指値パネルを開きます。 
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図28 

1. 新規指値注文を表示するためには、「新規指値」ボタンをクリックします。 
2. 新規指値注文を追加するためには、「追加」ボタンをクリックします。 
3. 新規指値注文を修正するためには、「修正」ボタンをクリックします。 
4. 新規指値注文を取り消すためには、「取消」ボタンをクリックします。 
5. テーブル表示を詳細モードに切り替えるためには、「詳細モード」ボタンをクリックします。 

 

修正 ‒ 既存の新規指値注文を修正するためには、このボタンをクリックします。 

通貨ベア ‒ 新規指値注文の商品 

買/売 ‒ 既存の新規指値注文が買い注文か売り注文であったかを表示します。 

枚数 ‒ 新規指値注文のロット数の合計 

指値 ‒ 特定の新規指値注文のリミット執行価格 

逆指値 ‒ 特定の新規指値注文のストップ執行価格 

種類 ‒ 新規指値注文の種類（1日／週末） 

状態 ‒ 【新規】指値注文の状態 

取消 ‒ 既存の新規指値注文を取り消すためには、このボタンをクリックします。 

 

2.8.2. 新規指値注文履歴 
 

ユーザーは、メニューバーの「新規指値」タブをクリックすることにより、新規指値注文履歴を再表

示すことができます。一週間の新規指値注文の詳細が表示されます。 
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図 29 
 

1. メニューバーの「ビュー」タブをクリックします。 
2. 「指値注文」タブをクリックして、新規指値注文履歴を開きます。 

 

 

図 30 

 

1. 新規指値の記録を再表示すためには、「新規指値注文履歴」ボタンをクリックします。 
2. 一週間の新規指値の記録を取り出すためには、週の初日を選択する「から」ボタンをクリッ
クします。 

3. 一週間の新規指値の記録を取り出すためには、週の末日を選択する「まで」ボタンをクリッ
クします。 

4. 新規指値伝票の最終変更日又は作成日 
5. *新規指値伝票の変更日 
6. *新規指値伝票の作成日 

 

伝票番号 ‒ 新規指値注文の伝票番号 

注文日時/最終修正 ‒ 新規指値注文の最終変更注文作成日 

成約日時 ‒ 【新規】指値注文の執行日 

通貨ベア ‒ 新規指値注文の商品 

買/売 ‒ 新規指値注文が買い注文か売り注文であるか（であったか）を表示します。 

枚数 ‒ 新規指値注文のロット数の合計 

指値 ‒ 特定の新規指値注文のリミット執行価格 

逆指値 ‒ 特定の新規指値注文のストップ執行価格 

種類 ‒ 新規指値注文の種類（1日／週末） 
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状態 ‒ 新規指値注文の状態 

 

* ステップ4 及びステップ5【訳注：4、5は各々、5、6の間違いと思われます】は、ユーザーが新規

指値注文伝票を修正した場合にのみ表示されます。 

 

2.8.3. 決済指値 
 

ユーザーは、メニューバーの「ビュー」の下にある「指値注文」タブをクリックすることにより、決

済指値注文を再表示すことができます。有効な決済指値伝票の詳細がこのパネルに表示されます。決

済指値注文の詳細については、第9章を参照して下さい。 

 

 

図 31 
 

1. メニューバーの「ビュー」タブをクリックします。 
2. 「指値注文」タブをクリックして、決済指値ウィンドウを開きます。 

 

図 32 

1. 決済指値注文を表示すためには、「決済指値」ボタンをクリックします。 
2. 決済指値注文を追加するためには、「追加」ボタンをクリックします。 
3. 決済指値注文を修正するためには、「修正」ボタンをクリックします。 
4. 決済指値注文を取り消すためには、「取消」ボタンをクリックします。 
5. テーブル表示を詳細モードに切り替えるためには、「詳細モード」ボタンをクリックします。 

 

修正 ‒ 既存の決済指値注文を修正するためには、このボタンをクリックします。 

通貨ベア ‒ 指値決済注文の商品 

買/売 ‒ 既存の決済指値注文が買い注文か売り注文であったかを表示します 
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枚数 ‒ 決済指値注文のロット数の合計 

指値 ‒ 特定の指値決済注文のリミット執行価格 

逆指値 ‒ 特定の新規指値注文のストップ執行価格 

決済対象 ‒ 対応する建てたポジションの情報 

状態 ‒ 決済指値注文の状態 

取消 ‒ 既存の決済指値注文を取り消すためには、このボタンをクリックします。 

 

2.8.4. 決済指値注文履歴 
 

ユーザーは、メニューバーの「指値注文」タブをクリックすることにより、決済指値注文履歴を再表

示できます。一週間の指値決済注文の詳細が表示されます。 

 

 
図 33 

 

1. メニューバーの「ビュー」タブをクリックします。 
2. 「指値注文」タブをクリックして、決済指値注文履歴ウィンドウを開きます。 

 

図 34 

1. 決済指値の記録を表示するためには、「新規指値注文履歴」ボタンをクリックします。 
2. 一週間の決済指値の記録を取り出すためには、週の初日を選択する「から」ボタンをクリッ
クします。 

3. 一週間の決済指値の記録を取り出すためには、週の末日を選択する「まで」ボタンをクリッ
クします。 

4. 決済指値伝票の最終修正日又は作成日 
5. *決済指値伝票の修正日 
6. *決済指値伝票の作成日 
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伝票番号. ‒ 決済指値注文の伝票番号 

注文日時/最終修正‒ 決済指値注文の最終変更注文作成日 

成約日時 ‒ 指値【決済】注文の執行日 

通貨ベア ‒ 決済指値注文の商品 

買/売 ‒ 決済指値注文が買い注文か売り注文であるか（であったか）を表示します。 

枚数 ‒ 決済指値注文のロット数の合計 

指値 ‒ 特定の決済指値注文のリミット執行価格 

逆指値 ‒ 特定の決済指値注文のストップ執行価格 

決済対象 ‒ 決済指値注文に適用する建てた特定の成行注文に関する情報を表示します。 

状態 ‒ 新規指値注文の状態 

 

* ステップ4 及びステップ5【訳注：4、5は各々、5、6の間違いと思われます】は、ユーザーが指値

決済注文伝票を修正した場合にのみ表示されます。 

 

2.9. 取引履歴 

2.9.1. 本日取引履歴 
 

ユーザーは、「本日取引履歴」パネルで 1 日の取引履歴を再表示すことができます。この「本日取引

履歴」パネルは、メニューバーのビュー→本日取引履歴を選択することにより見つけることができま

す。現在の取引日に建てた又は決済したポジションがこのパネルに表示されます。  

 

 

図 35 
 

1. メニューバーの「ビュー」タブをクリックします。 
2. 「本日取引履歴」タブをクリックして、1日の取引履歴を再表示します。 
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図36 
 

1. テーブル表示を詳細モードに切り替えるためには、「詳細モード」のボタンをクリックしま
す。 

 

2.9.2. 過去取引履歴 
 

ユーザーは、「過去取引履歴」パネルで取引履歴を再表示すことができます。この「過去取引履歴」

パネルは、メニューバーのビュー→過去取引履歴を選択することにより見つけることができます。選

択した期間中の買い注文及び売り注文の履歴がこのパネルに表示されます。  

 

 

図 37 

1. メニューバーの「ビュー」タブをクリックします。 
2. 「過去取引履歴」タブをクリックして、取引履歴を再表示します。 
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図38 
 

1. 関心のある期間の初日を選択するためには、「から」ボタンをクリックします。 
2. 関心のある期間の末日を選択するためには、「まで」ボタンをクリックします。 
3. 取引記録を表示するためには、「から」及び「まで」を選択した後、「更新」ボタンをクリ
ックします 

4. テーブル表示を詳細モードに切り替えるためには、「詳細モード」のボタンをクリックしま
す。 

 

成約日時 ‒ 取引の日付及び時刻 

貨幣ペア ‒ 貴方が発注した商品 

買/売 ‒ 注文が特定の通貨ペアの買い注文か売り注文であったかを表示します。 

枚数 ‒ 特定の通貨ペアについて注文したロット数の合計 

成約値 ‒ 取引の執行価格 

決済対象 ‒ 手仕舞いしたポジションについては、対応する建てたポジションの情報を示します。 

損失/利益 ‒ 各注文の変動利益／損失。この数値は常に変動しており、発注した注文のパラメータ次

第で変動します。 

種類 ‒ 取引が新規注文か決済注文であるかを示します。 

状態 ‒取引の状態 

注文番号 (詳細モード) ‒ 注文番号 

伝票番号 (詳細モード) ‒ 対応する記録の伝票番号 

成約日時 (詳細モード) ‒ 注文を作成した日付及び時刻 

成約種類 (詳細モード) ‒ 注文を執行する種類 

 

2.10. 決済履歴 

 

ユーザーは、メニューバーのビュー→決済履歴を選択することにより「決済履歴」パネルの1 日の決

済を再表示すことができます。  
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図 39 

1. メニューバーの「ビュー」タブをクリックします。 
2. 「決済履歴」タブをクリックして、1日の決済履歴を再表示します。 

 

 

図 40 
 

決済日時 ‒ 決済日 

通貨ペア ‒ 決済した商品の名称 

買/売 ‒ 決済注文が買い注文か売り注文であるかを表示します。 

枚数 ‒ 特定の注文について決済したロット数の合計 

仕切値 ‒ Closed Position に使用した価格 

建玉日時 ‒ 対応するポジションを建てた日 

建玉値 ‒ 対応するポジションの始値 

損失/利益 ‒ 実現利益又は損失の金額 

 

2.11. お知らせ 

 

発表パネルは最近のシステムのニュース又はお知らせを表示し、メニューバーのビュー→お知らせを

選択することにより表示できます。 
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図 41 

1. メニューバーの「ビュー」タブをクリックします。 
2. 「お知らせ」タブをクリックして、お知らせパネルを開きます。 

 

 

図 42 

2.12. ポジションサマリー 
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未決済ポジションすべての一覧がこのパネルに表示されます。このパネルはメニューバーのビュー→

ポジションサマリーを選択することにより見つけることができます。 

 

 

図 43 

1. メニューバーの「ビュー」タブをクリックします。 
2. 「ポジションサマリー」タブをクリックして、ポジションサマリーパネルを開きます。 

 

 

図 44 

通貨ペア ‒ Open Positions に建てた商品 

買/売 ‒ 特定の注文が買い注文か売り注文であるかを表示します。 

枚数 ‒ 特定の商品に関する未決済ロット数の合計 

平均建玉値 ‒ 全注文の平均執行価格 

評価損益 - 同一商品の注文すべての変動利益／損失の合計 
 

2.13. 取扱い商品概要 

 

全商品の金利スワップは取扱い商品概要パネルに列挙されています。メニューバーのビュー→取扱い

商品概要を選択することによりこのパネルを開くことができます 

 

図 45 

1. メニューバーの「ビュー」タブをクリックします。 
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2. 「取扱い商品概要」タブをクリックして、取扱い商品概要パネルを開きます。 
 

 

図 46 
 

1. 日付を選択するためには、「サーバー取引日」ボタンをクリックします。 
2. 選択した日付に適用する金利を表示するためには、「更新」ボタンをクリックします。 

 

適用日付 ‒適用する表示利息の日付 

通貨ペア ‒ 適用する表示利息の商品 

取引単位 ‒1ロットのサイズ 

買いスワップ ‒ 特定の商品の買い注文に適用する利息 

売りスワップ ‒ 特定の商品の売り注文に適用する利息 

スワップ種類 ‒ スワップ利率か金利か否か 
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第3章 システム設定 

 

外観、応答形式及びパスワード等、ユーザー側のシステム設定はすべて、メニューバーの「設定」及

び「ウインドウ」メニュー項目の下から見つけることができます。 

 

 

図 47 

 

 

図 48 

 

3.1. 設定 

3.1.1. 取扱い商品設定 
 

商品構成はユーザーの好みにより管理することができます。こうした機能により、ユーザーはパネル

（リアルタイム価格ビューア）に表示される情報を定めることができます。 

 

 
図 49 
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1. 上記に示す通り、メニューバーの設定をクリックし、その後、設定→取引レート→取扱い商
品設定を選択します。 

 

 
図 50 

 

 

2. ユーザーは、表示させたいと思う製品にチェックマークを付けることができます。 
3. 表示の通貨のすべてを選択するためには、「全て選択」をクリックします。 
4. 表示の通貨のすべてを選択しないためには、「無選択」をクリックします。 
5. ユーザーは、表示させたいと思うコラムにチェックマークを付けることができます。 
6. 入手できる情報コラムのすべてを選択するためには、「全て選択」をクリックします。 
7. 入手できる情報コラムのすべてを選択しないためには、「無選択」をクリックします。 
8. 「はい」をクリックして、完了し、退出します。 

 

もう一つの方法として、下記の図に示す通り、取引レートパネルでマウスを右クリックして、この設

定機能にアクセスすることもできます。 
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図 51 

 

3.1.2. 設定 
 

ユーザーは、システムに設定ポップアップ通知を表示させたいか否かを選択できます。さらに、この

機能により、受け取りたいと思うシステム応答メッセージを選択することができます。 

 

 

 
図 52 
 

1. 上記に示す通り、メニューバーの設定をクリックし、その後、設定→取引レート→ 設定を

選択します。 

 




